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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
船
は
贋
義
に
お
け
る
哲
畢
の
研
究
と
そ
の
暫
及
を
圓
る

　
こ
と
を
臼
的
と
す
る

一
、
轟
心
の
目
［
的
の
た
め
に
吹
の
寧
描
莱
を
押
行
・
り

8
　
毎
耳
一
同
醗
－
究
會
を
開
く

⇔
　
鯨
年
公
開
講
澱
會
を
開
く

日
　
短
捕
一
同
「
誓
學
研
究
」
を
嚢
行
ず
る

一
、
本
・
命
一
の
蔀
叢
m
を
途
行
ず
る
た
め
に
黍
員
萎
嗣
子
名
を
お
く
、

委
幽
貝
は
京
郡
大
學
哲
醗
科
敏
宜
及
び
委
一
貝
愈
隅
に
お
い
て
推
薦

し
た
者
に
委
囑
す
る

一
、
本
門
は
會
貴
組
織
と
し
、
會
員
に
は
賓
格
の
諭
限
を
設
け

な
い
、
學
絞
・
㎜
圃
轟
轡
館
・
其
他
の
醐
ハ
髄
は
醐
…
髄
の
名
を
以
て

入
片
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
會
員
は
魯
費
と
し
て
年
一
、
三
一
〇
圓
、
叉
は
牟
年
六
一

〇
圓
を
前
納
す
る

一
、
禽
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
、
愈
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の

行
嚇
に
繊
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
會
は
蹴
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
本
曾
規
約
の
改
正
攣
更
け
…
委
愚
ハ
禽
昌
の
決
議
に
よ
る
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然
し
こ
の
よ
う
な
カ
ン
ト
の
鉄
魚
は
、
決
し
て
発
面
的
に
ガ
ン
ト
の
教
育
學
の
無
用
を
誰
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
面
で
は
そ
の
欲

陥
と
な
っ
た
そ
の
理
念
的
性
格
は
、
實
質
的
前
後
饗
宴
を
熱
意
昧
で
離
れ
る
が
故
に
反
面
却
っ
て
永
遠
の
理
想
を
説
き
得
る
の
で
あ
る
。

そ
の
理
想
の
正
し
さ
は
、
デ
ュ
ウ
ィ
ー
の
所
説
が
飽
迄
カ
ン
ト
の
説
く
理
想
の
線
に
浩
っ
て
、
そ
の
蜜
質
的
裏
付
け
と
も
い
う
べ
き
學
校
．

施
設
の
完
備
一
世
界
的
共
同
事
業
の
断
書
等
の
積
極
的
方
策
を
説
い
て
い
る
こ
と
に
依
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
㎝
、
こ
の
枇
界
に
於
い

て
は
伺
庭
に
も
、
否
、
廣
く
こ
の
世
界
の
外
に
於
い
て
も
、
唯
善
き
意
志
の
外
に
は
無
制
約
的
に
善
と
見
徹
さ
れ
得
る
よ
う
な
も
の
は
考

え
ら
れ
な
い
Q
』
こ
の
カ
ン
ト
の
・
詞
は
、
如
何
な
る
混
齪
の
申
に
あ
っ
て
も
そ
の
意
義
を
失
う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
Q
　
　
、
（
了
）

　
（
詫
）
　
一
引
書
文
の
ペ
ー
ジ
付
け
ば
一
…
…
っ
の
批
判
帰
日
に
つ
い
て
は
、
出
版
當
臨
の
原
典
の
頁
暫
け
に
よ
り
、
そ
の
他
の
音
作
は
ア
カ
デ
ミ
ー
版
カ
ン
ト
全
集

　
　
　
瓢
よ
る
。
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の
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・
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シ
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フ
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．
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我
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嚇
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史
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會

告

一
、
本
愈
…
は
會
員
組
織
と
し
會
凶
貝
に
は
寮
格
田
の
制
限
を
設
け
ま

　
せ
ん
、
玉
串
希
製
の
方
は
京
都
市
虎
京
証
田
中
西
浦
町
弘
女

賞
内
三
都
哲
學
魯
係
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
一
、
　
…
二
〇
闘

叉
は
傘
年
六
一
〇
醐
）
を
お
挑
込
下
さ
い

「
振
替
口
鰹
窟
都
一
九
五
五
六
番
　
京
都
哲
學
曾
」

一
、
禽
…
魂
目
切
れ
の
揚
含
は
軋
封
肋
岡
に
「
晶
剛
ム
翫
棚
〃
」
　
の
印
・
を
棒
…
し
ま

す
か
ら
薩
ち
に
御
蜘
込
下
さ
い
、
　
一
年
分
（
叉
は
牛
年
分
）

愈
費
は
原
期
と
し
て
本
誌
十
二
冊
（
叉
は
六
醗
）
　
の
途
附
濟

を
…
以
て
煎
金
切
れ
と
し
、
金
厭
費
の
攣
更
其
他
の
臨
惜
に
よ
る

過
不
足
は
…
年
（
叉
は
傘
年
）
毎
に
新
算
し
ま
す

一、

�
�
ﾌ
繭
W
居
入
浪
｝
愈
一
等
（
編
集
慰
務
以
外
の
｝
切
）
　
の
蹴
7

務
は
弘
丈
厳
内
山
尿
都
暫
學
愈
q
係
へ
御
｝
遡
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
關
す
る
顯
儒
・
新
閥
窟
・
寄
購
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
御
邊
り
下
さ
いあ尽

Xt　・・都

二郷

大桑哲
畢左

交京學
學玉

高會

昭
和
三
十
ご
年
二
月
十
五
臼
印
捌

昭
和
三
十
二
年
黒
月
ニ
ナ
巳
磯
行

　
　
　
　
欄
築
人

磯
行
人

印
刷
人

印
刷
灰

獲
行
所

　會株
　なま　　　　　　　　　　　　

1隔離lll叢簿

西堂勘高高修論

　
　
　
註
丈
　
規
定

一、

ｯ
員
以
外
の
騰
磁
膿
者
の
御
註
丈
及
び
廣
皆
に
闘
…
す
る
件
は

「
弘
丈
楚
」
へ
御
由
嶋
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
脚
は
す
べ
て
代
金
郵
稔
共
（
一
部
、
定
蟹
一

二
〇
圓
・
郵
穐
八
潮
）
蔚
愈
に
て
お
塗
り
下
さ
い

一、

ﾁ
に
翻
求
慰
及
び
領
収
轡
等
を
要
す
る
揚
倉
は
郵
券
八
閲

を
お
途
り
下
さ
い



醜
塑
垂
樋
里
舗
無
（
鴨
一
瓢
）

THE　JOURNAL
OF

PHILOSOPHICAL　STUDIES
THE　TETSUGAKU　K）NKYU

Vol．　XXXIX February，　1957 No．　4

Tlie乃。伽〃～（f　ETi／al～dノ乃～ノ～e／alio71

　bet7c，eeiz　Mind　and　Body・・・・・・・・・・・・・…　．・・・・・・・・・・…　Yoshio　Shima

An乃～1♂η卿！α♂～oκof　1St：‘～llt’sノセぬ写‘炉‘5

1a〃4爵ノ）rob／eノ〃5……・・……………．＿＿．＿Takuzi　Kadowak董

Tlse　Pi’ablgm　oJ”　i？itscli／ian　Ka／2te－7’udgefngnt　（lf）　・　・　・　・　・　．　Y｛izabur6　Morita

On　Clirislian　1’P”t」ff’s　Plti／osopliica／　7hrfns

　＿＿∠4　51々tdj／Of　l　P　20／ff，　ノV汐。ノー。．・…　　一・。。・・・…　　一・Tadasu　Hosokawa

改
正
定
価

五
〇

BM　64ew

　　　　　　　　Published　Monthly

　　　　　　　　　　　By

THE　KYO禦O　P豆－、OSOPHICA：L　SOCI　ETY

　　　　　（The　Kycto　TetEugaku－Kai）

　　　　　　　　Kyoto　L’niversity

　　　　　　　　　Kyoto，　Japan


